
象
に
黄
色
い
傘
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
一
年
生
に
３
７
６

本
、
貸
出
用
に

本
の
合
計
４

51

２
７
本
を
贈
り
ま
し
た
。

贈
呈
式
は

月

日
、
大
三

10

14

東
小
学
校
で
行
い
、
濱
崎
校
長

先
生
か
ら
「
ぼ
き
ん
」
の
話
の

あ
と
、
市
社
協
の
伊
東
会
長
か

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

ら
傘
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

は
、
毎
年
、
赤
い
羽
根
共
同
募

子
ど
も
た
ち
は
「
あ
り
が
と

金
の
助
成
金
を
活
用
し
、
子
ど

う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に
使
い

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願

ま
す
！
」
と
大
き
な
声
で
お
礼

い
、
市
内
の
小
学
一
年
生
を
対

を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

島
原
市
地
区
社
会
福
祉
協
議

視
察
研
修
に
は
、
各
地
区
社

会
連
絡
協
議
会
（
会
長
＝
上
田

協
の
役
員

名
が
参
加
し
、
地

13

泉
）
で
は
、
各
地
区
社
協
の
活

区
（
校
区
）
社
協
の
組
織
、
活

動
が
よ
り
活
発
に
な
る
こ
と
を

動
内
容
、
財
源
、
活
動
す
る
中

目
的
に
、

月

日
～

日
、

で
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
を
受

11

16

17

福
岡
県
の
う
き
は
市
と
大
牟
田

け
、
そ
の
後
は
、
時
間
い
っ
ぱ

市
の
社
協
を
訪
問
し
視
察
研
修

い
ま
で
熱
心
に
質
疑
応
答
が
な

を
実
施
し
ま
し
た
。

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

工
事
と
な
り
ま
す
の
で
、
工
事

利
便
性
の
向
上
と
老
朽
化
に
と

の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
ご
利
用

も
な
い
、

月
か
ら
約
４
カ
月

に
支
障
が
で
て
く
る
場
合
が
あ

12

間
（
３
月
末
ま
で
）
に
渡
り
、

る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
の

改
修
・
増
改
築
工
事
を
実
施
し

節
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
工
事
の
主
な
も
の
は
、

工
事
期
間
中
の
利
用
の
詳
細

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
外
壁
改

に
つ
い
て
は
、
市
社
協
事
務
局

修
、
内
部
改
修
、
ト
イ
レ
改
修

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
ど
で
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
５
７

施
設
の
利
用
を
し
な
が
ら
の

(

６
３)

３
８
５
５

ＳＨＩＭＡＢＡＲＡ

２０15

１２月
第41号

発行 社会福祉法人島原市社会福祉協議会

本所 島原市霊南一丁目１７番地
（島原市福祉センター）
TEL 0957-63-3855

支所 島原市有明町大三東戊１３５２番地１
（島原市有明福祉センター１階）
TEL 0957-65-9090

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.shimabara-shakyo.or.jp

メール info@shimabara-shakyo.or.jp

島原市有明福祉センター
休業日／毎週火曜日 営業時間／１０：００～２１：００

〒859-1415 島原市有明町大三東戊1352-1

リフレッシュ浴場 TEL:0957-68-3466

トレーニングルーム TEL:0957-65-9093

リフレッシュ浴場(美人の湯)

トレーニングルーム

※年末年始（12月30日～1月3日）の営業について
リフレッシュ浴場は休まず営業いたします。

（営業時間は10:00～20:00となります。）

トレーニングルームは休業させていただきます。

黄
色
い
傘
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成
金
を
活
用

大三東小学校で黄色い傘の贈呈式。一年生のみなさんです。

地
区
社
協
連
絡
協
議
会

先
進
地
を
視
察
研
修

視察研修にあたり挨拶する上田会長

島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

改
修
・
増
改
築
工
事

月
か
ら
約
４
カ
月
間

12



西
野
寿
晃

湯
江
丁

伊
藤
博
史

城
西
中
の
丁

中
野

哲

上
の
原
一
丁
目

中
野
聡
子

上
の
原
一
丁
目

日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支
部

伊
藤
ミ
チ
ヱ

浦
田
二
丁
目

電
気
器
具
の
点
検

者
を
対
象
と
し
た
電
気
器
具
の

よ
り
、
島
原
市
地
区
へ
赤
十
字

森
本
博
文

中
尾
町

月

日
（
火
）
午
前
中
、

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

災
害
救
援
車
が
配
備
さ
れ
ま
し

深
堀
シ
ヅ
エ

西
八
幡
町

10

27

島
原
電
気
工
事
業
協
同
組
合
、

こ
の
活
動
は
、
毎
年
、
企
業

た
。
こ
の
災
害
救
援
車
は
、
い

佐
原
ヒ
デ
子

緑
町

九
州
電
力
島
原
営
業
所
、
島
原

の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
行
わ

つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

香
典
返
し

松
尾
研
治

柏
野
町

土
本
武
一
郎

宇
土
町

市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

れ
て
い
る
も
の
で
、
漏
電
チ
ェ

に
備
え
る
と
と
も
に
赤
十
字
運

吉
川
憲
一

大
手
原
町

北
浦

泉

洗
切
町

村
上
安
美

湯
江
甲

と
島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
は

ッ
ク
、
電
球
・
蛍
光
灯
の
取
り

動
の
推
進
に
有
効
に
活
用
さ
せ

井
口
孝
子

上
新
丁
三
丁
目

若
松
健
次

寺
町

池
田
秀
樹

湯
江
丙

林

茂

柏
野
町

連
携
し
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢

替
え
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は

て
い
た
だ
き
ま
す
。

池
田
好
一

大
下
町

山
口
輝
隆

広
高
野
町

堀
本
義
弘

東
京
都
杉
並
区

橋
本
英
明

北
門
町

約

世
帯
の
方
々
が
点
検
を
希

林
田
日
一

柏
野
町

大
町

修

南
下
川
尻
町

森
本
辨
修

宇
土
町

吉
田
一
男

下
宮
町

60
望
さ
れ
ま
し
た
が
、
点
検
を
受

原
営
業
所
、
島
原
市
民
生
委
員

ま
す
。
」
「
私
た
ち
の
こ
と
を

山
田
純
一

萩
原
一
丁
目

松
田
昌
和

三
会
町

佐
々
木
信
明

湯
江
甲

富
田
國
義

湯
江
丙

け
た
高
齢
者
は
、
「
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会
と
島
原
市
社

気
づ
か
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

福
村
祝
三

青
葉
町

小
髙
綏
子

埼
玉
県
草
加
市

松
本
眞
知
子

新
田
町

松
本
キ
ヨ
ミ

湯
江
甲

さ
ん
が
一
緒
に
来
て
く
れ
る
か

会
福
祉
協
議
会
は
連
携
し
、
ひ

う

。
」
と
感
謝
の
言
葉
が
聞

林
田
雅
敏

長
貫
町

森
塚
信
一

浦
田
二
丁
目

矢
矧
博
昭

杉
山
町

馬
渡
文
治

大
三
東
甲

ら
安
心
し
て
見
て
も
ら
え
ま
し

と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
を
対
象
と

か
れ
ま
し
た
。

岩
本
ヒ
ロ
子

大
三
東
甲

吉
田
笑
子

六
ツ
木
町

堀

清
衛

大
下
町

荒
木
ル
リ
子

湯
江
丙

た
。
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

し
た
ガ
ス
器
具
の
点
検
を
行
い

草
野
匡
也

洗
切
町

林
田
勝
盛

下
の
丁

下
田
文
男

油
堀
町

奥
村
雄
紀

下
川
尻
町

ガ
ス
器
具
の
点
検

ま
し
た
。

酒
井
政
和

原
口
町

山
川
朝
義

御
手
水
町

田
浦
ツ
タ
ヱ

秩
父
が
浦
町

堀
田
直
喜

前
浜
町

月
５
日
（
木
）
午
前
中
、

こ
の
活
動
も
電
気
器
具
の
点

土
井
雅
子

中
町

村
里
美
智
子

上
の
原
三
丁
目

村
本
サ
ツ
キ

下
宮
町

野
島
健
裕

原
町

11
長
崎
県
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
会
島

検
と
同
じ
よ
う
に
、
企
業
の
社

中
島
兼
政

新
湊
一
丁
目

本
田
道
生

新
山
四
丁
目

牧
野
静
男

弁
天
町
一
丁
目

江
口
浩
久

緑
町

原
部
会
青
年
部
、
西
部
ガ
ス
島

会
貢
献
活
動
と
し
て
毎
年
行
わ

鯨
津
末
男

大
三
東
甲

扇

依
子

白
土
桃
山
一
丁
目

宇
土
豊
一

湯
江
甲

荒
木
泰
弘

中
野
町

れ
て
お
り
、
今
年
は
約

世
帯

直
江
正
春

久
留
米
市

山
﨑
國
佐

城
内
二
丁
目

三
好

修

湯
江
甲

山
本
誠
一

南
柏
野
町

60

を
訪
問
し
、
ガ
ス
漏
れ
の
点
検

中
田

徹

大
三
東
乙

福
田
貞
治

有
馬
船
津
町

森
田
繁
富

大
三
東
戊

平
方
宏
一

城
内
一
丁
目

や
、
コ
ン
ロ
・
給
湯
器
の
電
池

柴
原
隆
雄

大
三
東
戊

近
藤
義
孝

坂
上
町

上
田
光
志

宇
土
町

松
田
和
子

上
新
丁
三
丁
目

の
交
換
、
コ
ン
ロ
の
清
掃
な
ど

馬
渡
光
男

大
三
東
甲

入
口
美
智
子

崩
山
町

本
多
好
信

原
町

馬
渡
信
裕

大
三
東
甲

を
行
い
ま
し
た
。
点
検
を
受
け

迎

市
子

栄
町

山
室
富
士
子

萩
が
丘
一
丁
目

大
場
康
久

船
泊
町

川
下
道
成

新
町
一
丁
目

た
方
々
か
ら
は
、
「
異
常
な
し

坪
田
光
義

六
ツ
木
町

清
永
孝
朋

西
八
幡
町

俣
川
孝
之

青
葉
町

大
澤
重
信

上
の
原
三
丁
目

と
聞
い
た
の
で
安
心
し
て
使
え

大
町
和
彦

北
安
徳
町

松
田
ク
ニ
カ

大
下
町

中
村
信
一

津
町

山
口
辰
弘

宇
土
町

福
田

猛

霊
南
二
丁
目

本
田
和
一

湯
江
丁

林
田
サ
ツ
キ

出
の
川
町

上
戸
文
子

大
三
東
丙

寺
田
惠
也

出
平
町

佐
藤
海
三

新
山
二
丁
目

早
稲
田
政
秀

大
三
東
戊

木
村
初
義

大
三
東
乙

松
坂
キ
ヌ
ヱ

大
三
東
甲

日
常
生
活
で
不
安
に
な
っ
た

心
配
ご
と
相
談

内
田
清
春

仁
田
町

北
尾
純
次

中
堀
町

馬
場
田
秋
治

柿
の
木
町

り
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
社

相
談
員
は
、
司
法
書
士
、
民

諸
田
幾
男

有
馬
船
津
町

前
田
都
子

城
内
三
丁
目

川
上
和
子

萩
原
一
丁
目

協
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
委
員
、
学
識
経
験
者
の
方

宮
﨑
幸
子

杉
山
町

上
田
文
夫

柏
野
町

松
田
邦
江

柿
の
木
町

々
で
す
。

前
田
秀
国

門
内
町

山
﨑
カ
ツ
子

北
門
町

■
本
所

毎
月
第
１
・
第
３
水

小
林
和
徳

中
町

園
田
昇
藏

大
下
町

一
般
寄
付

担
当
の
職
員
が
丁
寧
に
対
応

曜
日

時
～

時

本
田
ハ
ル
ミ

南
崩
山
町

有
馬
哲
也

下
宮
町

割
烹
い
わ
み

湯
江
甲

13

16

い
た
し
ま
す
。
（
祝
日
を
除
く

島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

増
﨑
秋
子

新
建

松
尾
哲
次

三
会
町

月
曜
日
～
金
曜
日
、
８
時

分

電
話
：
（
６
４
）
７
０
５
０

大
津
末
喜

中
野
町

兼
元
信
治

上
新
丁
三
丁
目

一
円
玉
寄
付

30

～

時
）

■
有
明
支
所

毎
月
第
２
・
第

増
田
美
佐
子

上
新
丁
三
丁
目

薄
田
高
志

洗
切
町

石
田
ツ
ユ
子

秩
父
が
浦
町

17ま
た
、
心
配
ご
と
相
談
所
も

４
水
曜
日

時
～

時

湯
田
起
弘

福
岡
県
行
橋
市

浅
野
ミ
ヨ

緑
町

本
多
靖
幸

下
折
橋
町

13

16

開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

島
原
市
有
明
福
祉
セ
ン
タ
ー

坂
本
静
馬

礫
石
原
町

吉
田
英
子

中
野
町

藤
澤

孝

下
折
橋
町

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
：
（
６
５
）
９
０
９
０

島
内

寿

大
三
東
乙

中
川
カ
ヅ
子

浜
の
町

石
田

瞳

南
柏
野
町

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成

年
６
月

日
～

月
３
日

27

22

12

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

2015年12月 し ま ば ら 社 協 だ よ り 第41号

企
業
の
社
会
貢
献
活
動

ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
住
宅
を
点
検

災
害
救
援
車
が
新

た
に
配
備

古
い
蛍
光
灯
を
交
換

高
齢
者
や
民
生
委
員
さ
ん
と

会
話
し
な
が
ら
コ
ン
ロ
を
清

掃
す
る
点
検
ス
タ
ッ
フ

生
活
の
不
安
や
困
り
ご
と
は
社
協
へ

電
話
：(

６
３)

３
８
５
５

シンボルマーク＆キャッチフレーズ

県民ボランティア振興基金は、長崎県内においてボランティア活動の

支援を行っています。募金の趣旨やボランティア活動の促進をイメー

ジして作成してください。

●応募資格 どなたでも応募可能です。

●応募方法 応募用紙や応募に関する詳しい

ことは、基金ホームページをご覧ください。

●応募期限 平成28年1月25日（月）

最優秀賞 各1点５万円

優秀賞 各1点２万円

●応募・問合せ先 〒850-8570 長崎市江戸町2-13(長崎県県民協働課内)

公益財団法人 県民ボランティア振興基金 TEL:095-827-7616

FAX:095-895-2564 e-mail:v-kikin@eos.ocn.ne.jp

URL:http://www.nagasaki-volu-npo.net/


